
気象庁は、噴火災害軽減のため、
噴火予報及び警報を発表します。
噴火警報は、「火口周辺」、「居住
地域」等、その影響する範囲を
明示します。

火山防災の心得

ハザードマップ（火山防災マップ）を
見て噴火警戒レベルに対応する危険な
場所を確認しておきましょう。

あらかじめ避難場所を確認しておきま
しょう。

噴石が降ってきたら、丈夫な建物や
物かげに身を寄せましょう。

気象庁が発表する噴火予報及び
噴火警報に注意しましょう。

噴火のおそれがある場合、危険な地域
では事前の避難が大切です。

火砕流、土石流が発生したら流路から
遠ざかる方向に避難しましょう。

火山ガスや噴気地帯
に気をつけて
登山計画を
立てましょう。

異常と思われる現象を発見したら、す
ぐに地元市町村、警察、気象台などに
連絡しましょう。

地元市町村の指示があった場合には
それに従いましょう。

噴火
警報

〒100-8122  東京都千代田区大手町 1-3-4
TEL  03-3212-8341（代表）
http://www.jma.go.jp/ 
1-3-4, Ote-machi, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8122, JAPAN

気象庁
Japan Meteorological Agency

噴火警報 居住地域

火口から居住地域
の近くまで

火口周辺

火口内等

火口周辺警報

噴火予報

居住地域及びそれより火口側の範囲における警戒

火口から少し離れた所までの火口周辺における警戒

火口から居住地域の近くまでの広い範囲の火口周辺
における警戒

静穏（平常の状態）

予報警報の略称 対象範囲※ 警戒事項等

■噴火警戒レベルを導入していない火山についての噴火予報及び警報

※具体的な対象地域は地域防災計画等に定められます。


